
足羽川ダム本体建設（第２期）工事

足羽川ダム本体建設の第２期工事として堤体基礎掘削及び堤体打設等を行
うものである。
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随 意 契 約 理 由 書 
 

１．工 事 名： 足羽川ダム本体建設（第２期）工事 

２．工 事 場 所： （自）福井県今立郡池田町小畑地先 

            （至）福井県今立郡池田町大本地先 

３．工 期： 契約締結日の翌日～令和 10 年 3 月 31 日 

４．随意契約の相手方：清水・大林特定建設工事共同企業体 

５．随意契約とする理由 

   足羽川ダム建設事業は、足羽川、日野川、九頭竜川の下流域における洪水被害の軽減を目

的として、九頭竜川水系足羽川の支川部子川に洪水調節専用のダムを新設するとともに、他

流域の４河川（水海川、足羽川、割谷川、赤谷川）の洪水を導水するための施設（分水堰、導

水トンネル）を整備するものである。 

   足羽川ダム本体は、堤高約 96m・堤頂長約 350m の重力式コンクリートダムであり、工期

が国庫債務負担行為の支出年限の５年度を超えると見込まれるため、工事を分割しそれぞれ

別工事として発注予定としていた。 

      本工事は、前工事である「足羽川ダム本体建設（第１期）工事」の堤体打設を引き続き施

工する後工事である。なお、前工事においては、入札公告に「随意契約後工事有り」との条

件を公表したうえで、上記相手方と令和２年７月に契約を締結しているところである。               

当該ダム工事は、ダムの堤体と岩盤が堤体全体にわたって確実に付着し、堤体と基礎岩盤

の一体性を確保することが重要であるため、堤体下部から上部に至る岩盤の強度等の力学的

特性、断層、風化等の詳細な状態をもとに、岩盤と堤体が一体となるよう基礎掘削や基礎処

理工を前・後工事にわたって施工者固有の一貫した判断に基づき施工することが、安全なダ

ムの堤体を構築する上で不可欠である。 

      以上のように、前工事の施工者以外は前工事における堤体と岩盤の地質状況など自然条件

に応じた施工内容の判断の詳細を事実上知り得ず、前工事と新たに契約締結する本工事（後

工事）とは一体の構造物であることから、本工事を前工事の施工者である上記業者と随意契

約するものである。 

６．適用法令：会計法第２９条の３第４項 
       政府調達に関する協定第１３条１（ｂ）ⅲ 
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